
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人が 

地域の「よりどころ」となることをめざして 

なごや 

○よ○り○ど○こ○ろ サポート通信 

特集 「就学支援対象者」４名決定！  
  

「就学支援事業」の平成２９年度からの対象者募集に対して３施設から計４名の応募があり、社

会貢献推進委員会における協議の結果、４名全員を支援することが決定しました。この事業では、

児童養護施設等を出て大学等へ進学する方に、寄付と社会福祉法人等の拠出金を財源とする『より

どころ・サポート基金』から月額３万円の生活資金を卒業するまで給付します。（平成２９年度は

計１０名を支援します。） 

親族等の援助が受けられない状況で、施設を出て自立し４月から新しい生活を始める支援対象者

の皆さんを、経済面での援助を行い「よりそい支援施設」の月一回の面談により相談体制を整える

ことでサポートしていきます。また、支援対象者の方には「ボランティア受け入れ施設」で月一

回、興味・関心のある分野のボランティア活動をしていただきます。 

 

＜支援申込書に書かれた本人や施設職員の声（抜粋）＞ 

         

 

                    

                                               

18 歳・男子 

                       

 

 

 

将来の目標を持って大学等に通う方を、よりどころサポート事業の参加法人が連携し支援してい

きます。また、今後も参加法人・寄付金を随時募集しておりますので、ぜひご協力お願いします。 

Vol．4 

H29.2 
よ り ど こ ろ 

 

夢は高等学校の保健体育の教諭になること

です。その理由は中学校の陸上競技部の顧

問の先生に出会えたからです。その先生は、

人との関わり方、スポーツを行うことで生

まれる楽しさを教えてくださいました。大

学に受かった今、夢に近づくことができた

ので現実になれるよう頑張りたいです。 

親からの経済的支援は見込めず進

学をあきらめかけていましたが『教

員になりたい」という強い希望・意

志で進学することに決めました。目

標に向かって頑張ってくれると思

い推薦しました。 

18 歳・女子 施設職員 

映像ほど人々の心を打つものはないと感

じ、大学で映像の作り方や色彩を学びた

いと思うようになりました。映画会社へ

の就職を夢みています。自分の育った施

設の子ども達に自分の作った映像を見て

もらい、施設にいても幸せになってもら

うのが最終的な目標です。 

施設職員 

 

自分と向き合うことで成長がみら

れ、ＩＴ関係・特に映像関連の仕事

がしたいと自身の将来像や進路を

語るまでになりました。夢に向かい

努力を惜しまない彼に対し、ぜひご

支援をお願い申し上げます。  

 

こどもたちの 

未来を応援 



 

社会貢献推進委員会の動き 

平成 29 年 2 月 13 日に、平成 28 年度第３

回社会貢献推進委員会を開催いたしまし

た。 

29 年度事業計画・予算および、若者より

そいサポート事業の就学支援事業支給対象

者について議論しました。 

 次回は平成 29 年度 6月に開催予定です。 

 今後の予定 

◎３月 

・就学支援事業支給決定者説明会 

 

◎４月 

・就学支援の支給開始 

 

 

 

 

 

参加法人数（中間報告） 

５７法人 １６５事業所 

 居場所・サロンづくり事業 参加事業所    ５３事業所 

よりそい支援施設       〃      １３事業所 

ボランティア受け入れ施設   〃      ９７事業所 

中間的就労受け入れ施設    〃      ３８事業所 
 

引き続き参加法人を募集中です。 

ご協力をよろしくお願いいたします。 

「なごや・よりどころサポート事業」は、名古屋市内の社会福祉法人の連携による、地域における

公益的な取り組みとして、既存の制度やサービスでは解決できない地域の課題の解決をめざす事業で

す。参加法人の協力により、①より身近な地域でどこででも相談できる「居場所・サロンづくり事業」 

②養護施設等を出て自立をめざす子どもたちの未来を応援する「若者よりそいサポート事業」  

③就労に困難のある人の労働へのステップを応援する「就労支援事業」の三本柱で事業展開し、必要な

経費は法人からの拠出金をもとに支出します。 

なごや・よりどころサポート事業 事務局 

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会 地域福祉推進部 

〒462-8558 名古屋市北区清水四丁目１７の１ 名古屋市総合社会福祉会館５階 

TEL（052）911－3193 FAX（052）913-8553 

2017.2.22現在 

  クラウドファンディング実施中！ ☺ 

インターネットを通じて不特定多数の人から資金の出資や協力を募る「クラウドファン

ディング」でも本事業への寄付を募集しています。（Ｈ２９．３月末まで延長中） 

詳細はこちら→ ジャパンギビング http://japangiving.jp/p/5172 


